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広
報
紙
で
チ
ー
ム
の
活
動
を
紹

介
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

や
関
係
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
対
象
／
主
に
市
内
で
活
動
す

る
、
小
学
生
ま
で
が
所
属
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム■
掲
載
内
容
／
チ
ー
ム
名
、
競
技

名
、
対
象
、
活
動
場
所
、
活
動
日
、

活
動
紹
介
文
（
１
２
０
字
程
度
）、

代
表
者
お
よ
び
連
絡
先
、
写
真
１

枚
（
集
合
写
真
や
活
動
の
様
子
が

分
か
る
も
の
な
ど
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

※
１
日
号
で
掲
載
予
定

■
申
込
方
法
／
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
詳
細
を
ご

案
内
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
既
に
掲
載
と
な
っ
た

チ
ー
ム
・
団
体
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
掲
載
順
は
、
応
募
が

あ
っ
た
も
の
か
ら
先
着
順
と
し
ま

す
。
希
望
す
る
時
期
に
掲
載
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広
報

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３

１
１
１
代
表
）

桜川スイミングクラブ

　私たち桜川スイミングクラブは「健康
で元気な子どもたちに」を目標に活動を
行っています。１月に行われた関東大会
では、メドレーリレーで優勝することがで
きました。水泳が苦手な子でも丁寧に指
導しますので、一緒に汗を流しましょう。

■競技／水泳
■対象／小学１～６年生
■活動場所／温水プール「サンパル」
■活動日／毎週水曜日18 時～ 21 時
■連絡先／桜川 太郎（☎０２９６‐58‐
●●●●）

中
学
生
の

�

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

※�

各
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
一
部
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❀
桜
川
市
長
賞

・
税
が
支
え
る
私
た
ち
の
健
康

　

田た
ぐ
ち口　

優ゆ
う
し
ん心　
（
大
和
中
３
年
）

❀�

関
東
信
越
税
理
士
会
下
館
支
部

長
賞

・
税
と
私
た
ち

　

杉す
ぎ
や
ま山　

由ゆ

な奈

�

（
桃
山
学
園
９
年
）

❀�

真
結
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞

・
か
け
が
え
の
な
い
存
在

　

笹さ
さ
ざ
わ澤　

絢あ
や
な奈　
（
桜
川
中
３
年
）

・
私
に
も
で
き
る
未
来
へ
の
命
綱

　

大お
お
わ
だ

和
田　

愛あ
い
こ子

�

（
岩
瀬
東
中
３
年
）

・
税
の
大
切
さ
に
つ
い
て

　

物も
の
い井　

優ゆ

ら空（
岩
瀬
西
中
３
年
）

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

❀�

下
館
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推

進
協
議
会
会
長
賞

・
母
の
命

　

石い
し
か
わ川　

香か
お
り
（
岩
瀬
高
３
年
）

・
税
に
つ
い
て
考
え
る

　

大お
お
の野　

結ゆ

め女
（
岩
瀬
高
３
年
）

・�

税
金
で
成
り
立
つ
世
の
中
と
未

来
　

小お

の野　

純じ
ゅ
ん
や矢

�

（
岩
瀬
日
大
高
１
年
）

税
に
関
す
る

�

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

市内児童生徒の作品紹介地域や県、全国大会で入賞した

❀入選
　小

こ く ぼ

久保　釉
ゆ ら

櫻（谷貝小６年）

❀
入
選

　

冨と
み
た田　

結ゆ

い衣
（
岩
瀬
小
４
年
）

❀入選
　小

こ や ま

山　海
か い と

翔（坂戸小１年）

❀
最
優
秀
賞

　

篠し
の
ざ
き﨑　

灯あ
か
り里
（
雨
引
小
５
年
）

第
７
回
全
国
こ
ど
も
絵
画

�

コ
ン
ク
ー
ル
in
か
さ
ま

❀入選
　髙

た か ま つ

松　征
せ い や

也（羽黒小２年）

❀入選
　長

な が つ か

塚　小
こ は る

春（桃山学園 6 年）

❀入選
　鈴

す ず き

木　清
さ や か

香（岩瀬西中３年）
❀入選
　廣

ひ ろ さ わ

澤　虎
た い が

雅（南飯田小１年）

❀下館税務行政協力団体連絡協議会長賞
　永

な が ほ り

堀　朔
さ く

（南飯田小６年）

❀
入
選

　

渡わ
た
な
べ邊　

美み
づ
き月
（
大
国
小
１
年
）

❀
入
選

　

大お
お
や
ま山　

結ゆ

な菜
（
樺
穂
小
６
年
）

❀
入
選

　

國こ

う

だ
府
田　

陽ひ

な奈（
桜
川
中
２
年
）

❀
入
選

　

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑　

奈な

な々

�

（
岩
瀬
東
中
３
年
）

❀
入
選

　

廣ひ
ろ
せ瀬　

愛あ
い
な奈
（
大
和
中
３
年
）

❀
入
選

　

鈴す
ず
き木　

綾あ
や
の乃（
桃
山
学
園
９
年
）

令
和
５
年
度

�

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会 

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会 

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会 

児
童
が
活
躍
す
る

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

�

紹
介
し
ま
す

（敬称略・順不同）※学年は受賞時の学年

✿ CONTENTS

02 児童生徒の作品紹介
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【人口】 36,580 人 （ー108）
【 男 】 18,187 人 （ー 65）
【 女 】 18,393 人 （ー 43）
【世帯】 13,513 世帯（ー 25）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和６年 2月１日現在

✿ 表　紙

和の風をはぐくむ 真壁のひなまつり

　表紙は、３月３日まで開催さ
れている真壁のひなまつりで飾
られている雛 飾り（西 岡 本 店、
鈴 木 醸 造 による塚 本 家、 石 田
縮
ち り め ん ぐ み

緬組による旧高久家）を撮影
しました。
　４年ぶりの通常開催となった
今回は、さまざまなイベントも開
催され、多くの来訪者で賑って
います（4 ページに関連記事を
掲載しています）。

和の風をはぐくむ 真壁のひなまつり

✿ 桜川市の人口と世帯



真壁のひなまつり ―和の風第二十章― が開催
　

２
月
４
日
か
ら
真
壁
の
ひ
な
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
中
止
や
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
20
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
は
、
令
和
元
年
度
以
来
の

通
常
開
催
と
な
り
、
来
訪
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
雛
人
形
と
温
か
い
お
も

て
な
し
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
な
ど

を
願
っ
て
先
人
た
ち
が
大
切
に
受

け
継
い
で
き
た
雛
人
形
の
よ
う

に
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
の
「
お

も
て
な
し
」
の
心
は
こ
れ
か
ら
も

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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ホームページ

認定証授与式に出席された皆さん

　

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普

及
・
啓
発
お
よ
び
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
、
地
域
内
に
存

在
す
る
優
れ
た
食
料
加
工
品
を

「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
、
食
を
通
じ
て
構

成
６
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

認
定
に
は
、
専
門
の
知
識
を

も
っ
た
審
査
員
が
携
わ
り
、
品
質

の
高
さ
を
は
じ
め
、
地
元
産
食
材

の
使
用
や
生
産
拠
点
の
場
所
な

ど
、
地
域
に
深
く
関
わ
っ
た
商
品

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
年
間
の
認
定
期

間
が
満
了
し
更
新
さ
れ
た
16
品

と
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
６
品
の

合
計
22
品
が
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
月
７
日
に
は
、
つ
く
ば
ジ
オ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
つ
く
ば
市
）
で

令
和
５
年
度
筑
波
山
地
域
ジ
オ
ブ

ラ
ン
ド
認
定
証
授
与
式
が
開
催
さ

れ
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
会
長
の
五い

が
ら
し

十
嵐
立た

つ
お青
つ

く
ば
市
長
か
ら
、
認
定
事
業
者
に

認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド
商
品

ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド
商
品

新
た
な
品
目
が
追
加
認
定
　

新
た
な
品
目
が
追
加
認
定
　
4646
商
品
に

商
品
に

ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド

ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド

��

新
規
認
定
商
品
を
紹
介

新
規
認
定
商
品
を
紹
介

筑
波
山
地

筑
波
山
地
域域
ジジ
オオ
パパ
ーー
クク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
斉さ

い
と
う藤
康や

す
し

会
長
）
か
ら
、
若
い

世
代
の
市
民
の
た
め
に
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
９
７，
８
０

０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

大
和
中
学
校
平
成
12
年
度
同
窓

会
（
広ひ

ろ
さ
わ沢
直な

お
と人
代
表
）
か
ら
、

市
民
の
た
め
に
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
９
２，
４
１
３
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す岩瀬ライオンズク
ラブの皆さん

有
限
会
社
マ
カ
ベ
ク
リ
ー
ン

（
岡お

か
じ
ま島
正ま

さ
あ
き明
専
務
取
締
役
代
表
）

か
ら
、
市
民
の
た
め
に
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
10
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

ラズベリーのフルーツソース

筑波の梅シロップ

海老白湯ラーメン

カリカリおさつ

福来味唐辛子

大粒栗のほくほくカレー

カタログ

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

桜川市真壁町飯塚1007-3
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1月22日 12月10日

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
を
支

援
し
よ
う
と
、
市
内
小
中
学
校
で

募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
大
和
庁
舎
で
募
金
活
動

を
行
っ
た
、
大
和
中
学
校
生
徒
会

長
の
加か

と
う藤
啓け

い
と斗
さ
ん
（
２
年
）
は

「
桜
川
市
夢
さ
く
ら
交
流
会
で
募

金
の
提
案
が
あ
り
、
大
和
中
学
校

区
の
雨
引
小
や
大
国
小
と
協
力
し

て
、
児
童
や
生
徒
、
地
域
の
方
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
被
災
地
の
復

興
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

４
人
制
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
大
会

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

Ｕ
10
」

が
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
、
双
子
の

酒さ
か
い井
海か

い
と翔
さ
ん
と
酒さ

か
い井
豊ゆ

う
み海
さ
ん

（
と
も
に
谷
貝
小
４
年
）
が
所
属

す
る
チ
ー
ム
「
Ｙ
．
Ｓ
．
Ｓ
．」

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
48
チ
ー
ム
中
21
位
と

健
闘
し
た
海
翔
さ
ん
は
「
た
く
さ

ん
の
経
験
と
友
達
が
で
き
て
良

か
っ
た
」、
豊
海
さ
ん
は
「
将
来

は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

真
壁
伝
承
館
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
市
と
交
流
の
あ

る
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
、
講
師
を
務
め

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
出
身
の
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
フ
さ
ん
が
、
同
国

の
料
理
作
り
と
文
化
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ブ
ル
ガ
リ
ア

文
化
に
触
れ
ら
れ
て
満
足
し
た
」、

「
自
宅
で
も
今
回
の
料
理
を
作
り

た
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

長
岡
地
区
で
、
水
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
域
住

民
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
水
害
の
発
生
ま

た
は
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
際
の

安
全
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
・
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の

取
扱
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡わ
た
な
べ辺
和か

ず
し司
区
長
は
「
近
年
の
災

害
に
対
し
て
の
理
解
を
、
よ
り
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
海
外
協
力
隊
の
活
動
を
終
え
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
帰
国
し
た
柴し

ば

将ま
さ
と人

さ
ん
（
真
壁
町
源
法
寺
地
区
）
が
、

大
塚
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

柴
さ
ん
は
、
現
地
で
の
２
年
間

の
障
が
い
児
・
障
が
い
者
支
援
活

動
を
報
告
し
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た

が
、
言
語
の
勉
強
や
工
夫
で
充
実

し
た
活
動
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

加
波
山
三さ

え
な
ず
み

枝
祇
神
社
本
宮
（
真

壁
町
長
岡
地
区
）
で
、
火
渉
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
毎
年
冬
至
に

開
催
さ
れ
、
神
社
境
内
に
薪
を
積

み
、
火
を
焚
き
、
燃
え
盛
る
薪
の

上
を
素
足
で
踏
み
渡
り
、
無
病
息

災
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。

　

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

通
常
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
多

く
の
参
加
者
が
火
の
道
を
歩
き
、

無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

第
48
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ

た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

で
篠し

の
ざ
き﨑

灯あ
か
り里

さ
ん（
雨
引
小
５
年
）

が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

大
塚
市
長
と
稲
川
教
育
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

お
米
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
わ
り
に

つ
い
て
書
か
れ
た
作
文
「
お
米
か

ら
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
、
見

事
受
賞
し
た
篠
﨑
さ
ん
は
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
喜
び
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
」

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
、
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
簡
易
保
険
加
入

者
協
会
の
支
援
を
受
け
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
活
用
し
て
健
康
な
身
体
づ

く
り
と
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
１
０
０
名
が
参
加

し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

12月24日～25日1月25日

12月22日1月24日

1月28日 1月21日

「
お
米
か
ら
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」�

�

篠
﨑
灯
里
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
賞

「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
」�

�

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室
」
で�

�

友
好
交
流
都
市
の
文
化
を
学
ぶ

大
規
模
災
害
を
想
定�

�

長
岡
地
区
で
防
災
訓
練

冬
至
の
伝
統
行
事�

�

火
渉
祭
で
無
病
息
災
を
祈
願

市
内
小
中
学
校
に
よ
る
募
金
活
動�

�

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

４
人
制
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会 

双
子
で
大
健
闘�

�

酒
井
海
翔
さ
ん
・
豊
海
さ
ん（
谷
貝
小
４
年
）

柴
将
人
さ
ん
が�

�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
活
動
を
報
告

大塚市長を表敬訪問した柴さん（右）

大塚市長と稲川教育長を表敬訪問した
篠﨑さん（左から2番目）と深

ふ か や

谷校長（右から2番目）

講師からヨーグルトやバラのジャムを使った料理を
習う参加者の皆さん

市役所大和庁舎で募金活動を行う生徒たち 火の道を素足で歩く修験者

ハザードマップについて説明する渡辺区長
全国から集まったチームを相手に大健闘した

海翔さん（左）と豊海さん（右）

健康づくりに汗を流す参加者
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相
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
大

和
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
市

議
会
議
員
を
経
て
、
６
期
23
年
７

か
月
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
大
和
村
議
会
教
育
民
生

常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
や
市
議

会
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

市
議
会
建
設
経
済
常
任
委
員
会
委

◆
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

　
相あ

い
た田

　
一か

ず
よ
し良

さ
ん

　
　
元 

桜
川
市
議
会
議
員

�

（
76
歳
・
東
飯
田
地
区
）

員
長
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
副

会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
の
向
上
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を

受
け
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
と
ご
支
援
、
家
族
の
理
解

と
協
力
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　
鈴す

ず
き木

　
昇の

ぼ
る

さ
ん

　
　
元 

茨
城
県
警 

警
部

�

（
73
歳
・
真
壁
町
古
城
地
区
）

◆
黄お

う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

　
富と

み
た田

　
秀い

ず
み

さ
ん

　
　
石
の
富
田
産
業
代
表

�
（
61
歳
・
真
壁
町
山
尾
地
区
）

　

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
４
月

に
警
察
学
校
に
入
学
後
、土
浦
署
、

下
館
署
、
下
妻
署
、
笠
間
署
、
つ

く
ば
中
央
署
な
ど
を
経
て
、
平
成

23
年
３
月
の
退
職
ま
で
、
42
年
に

わ
た
り
地
域
の
安
全
と
秩
序
の
維

持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

警
察
関
係
者
の
皆
様
や
家
族
を
は

じ
め
、
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
支

援
の
賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

富
田
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら

石
彫
工
と
し
て
、
燈
籠
や
彫
刻
品

な
ど
の
石
製
品
の
製
作
を
手
掛

け
、
石
匠
の
見
世
藏
組
合
代
表
や

茨
城
県
石
材
施
工
技
能
士
会
会
長

な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
真
壁
高
校

で
作
品
指
導
の
講
師
を
務
め
る
ほ

か
、
令
和
４
年
に
は
現
代
の
名
工

に
選
出
さ
れ
、
石
材
業
界
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
お
力

添
え
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
秋
の
褒
章

　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
秋
の
褒
章

が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
・
褒
章
の
受
章

叙
勲
・
褒
章
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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２
月
17
日
に
大
和
中
央
公
民
館

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
そ
の

活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
市
で
活
動
す
る
５
名
の
隊

員
か
ら
、
自
身
が
取
り
組
む
活
動

内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
都

市
部
か
ら
の
移
住
者
と
し
て
桜
川

市
に
来
て
感
じ
た
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
地
域
の
方
や
関
係
者
13

名
が
参
加
し
、
隊
員
の
報
告
を
聞

き
、
報
告
会
後
に
隊
員
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
さ
く
ら
が
わ
応
援

大
使
の
安あ

だ
ち達

勇ゆ
う
と人

さ
ん
が
代
表
を

務
め
る
桜
川
大
作
戦
実
行
委
員
会

主
催
の
「
磯
部
桜
川
公
園
植
樹
祭

２
０
２
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

vol.36

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

協
力
隊
活
動
報
告

磯
部
桜
川
公
園
植
樹
祭
２
０
２
４

　

報
告
を
受
け
、
大
塚
市
長
か
ら

「
隊
員
の
皆
さ
ん
は
市
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
。
地

域
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」と
、

報
告
に
対
す
る
講
評
と
今
後
の
活

動
に
向
け
た
激
励
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

活
動
報
告
会
の
様
子
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
市
内
の
児
童
や
桜
の

愛
好
家
な
ど
約
１
０
０
名
が
参

加
。
市
内
の
小
学
校
で
種
か
ら
育

て
ら
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
が

５
本
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
植
樹
の
ほ
か

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
安
達
勇

人
さ
ん
の
無
料
ラ
イ
ブ
な
ど
も
行

わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

磯
部
桜
川
公
園
の
一
部
を
含
む

一
帯
は
、
大
正
13
年
に
国
指
定
名

勝
「
櫻
川
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、

令
和
６
年
は
、
指
定
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
り

ま
す
。

　

参
加
し
た
市
内
の
児
童
は
「
１

０
０
年
前
か
ら
続
く
桜
の
歴
史

を
、
今
度
は
私
た
ち
が
１
０
０
年

先
ま
で
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

スクリーンを使用して活動を報告

５名の隊員

ヤマザクラの苗木を植樹した大塚市長（右）と安達さ
ん（左）

植樹祭に参加した皆さん ライブを行う安達さん
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４

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
助
産
師
、

管
理
栄
養
士
が
、
個
別
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※�

一
人
30
分
程
度

・�

日
時
／
４
月
12
日
（
金
）、
26

日
（
金
）
10
時
～
11
時
30
分

・
会
場

◇
乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
）

◇
乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・�

日
時
／
４
月
18
日
（
木
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・�

会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・�
日
時
／
会
場

①�

４
月
10
日
（
水
）
10
時
～
16
時 

市
役
所 
真
壁
庁
舎

②�

４
月
19
日
（
金
）
９
時
30
分
～

15
時
30
分 

岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

特
例
臨
時
接
種
（
無
料
）
は
、

３
月
31
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

・�

予
約
方
法
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

・�

予
約
期
限
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
：
３

月
27
日
（
水
）
12
時
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
：
３
月
29
日
（
金
）

12
時

・�

問
合
先
／
桜
川
市
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
６‐71‐８
０
７
１
）

※�

受
付
時
間
／
平
日
８
時
45
分
～

17
時

　

こ
れ
ま
で
桜
川
市
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
は
、
広
報

さ
く
ら
が
わ
や
対
象
者
へ
の
個
別

通
知
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
の
お
知
ら
せ

に
変
更
し
ま
す
。
ご
不
明
点
は
、

健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

４
月
７
日
（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

４
月
14
日
（
日
）
け
ん
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
瀬
２
０
７‐１

☎
０
２
９
６‐71‐８
１
１
１

４
月
21
日
（
日
）
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
飯
田
６
５
８

☎
０
２
９
６‐58‐５
０
５
８

４
月
28
日
（
日
）
内
科
宮
本
医
院

真
壁
町
古
城
２
２
９‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
１
０
１

４
月
29
日
（
月
）
な
か
は
ら
整
形
外
科
医
院

真
壁
町
飯
塚
４
９
６‐１

☎
０
２
９
６‐23‐９
９
５
５

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

１
歳
児
健
診

４
月
16
日
（
火
）
令
和
５
年
４
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
歳
児
健
康
相
談

４
月
16
日
（
火
）
令
和
３
年
10
月
１
日
～
11
月
２
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診

４
月
17
日
（
水
）
令
和
４
年
８
月
１
日
～
９
月
25
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

４
月
18
日
（
木
）
令
和
２
年
10
月
１
日
～
11
月
14
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
歳
児
健
康
相
談

４
月
30
日
（
火
）
平
成
31
年
４
月
２
日
～
令
和
１
年
５
月

３
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

母子手帳アプリ
母子モ

　

例
年
３
月
は
、
月
別
の
自
殺
者

数
が
最
も
多
く
「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
１
年
間
に
、
茨
城

県
で
は
４
８
９
人
の
方
が
自
殺
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
「
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
す
。
自
殺

の
背
景
に
は
、
精
神
疾
患
な
ど
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
過
労
や
経

済
的
な
問
題
、育
児
や
介
護
疲
れ
、

い
じ
め
や
孤
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
や
人
間
関
係
が
複
雑

に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。自
殺
は
、

決
し
て
特
別
な
人
た
ち
の
問
題
で

は
な
く
、
自
殺
を
は
か
ろ
う
と
す

る
人
は
「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
思

い
詰
め
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
誰
か

に
相
談
を
し
た
り
、
周
囲
の
人
が

変
化
に
気
が
付
く
こ
と
で
自
殺
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
殺
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン

自
殺
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン

～
自
殺
予
防
の
10
か
条
か
ら
～

・�

う
つ
病
の
症
状
（
気
分
が
沈
む
、

自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率

が
落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、

不
眠
が
続
く
）

・�

原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く

・
酒
量
が
増
す

・
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

・�

仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、
な
ど

・�

職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

・�

本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も

の
を
失
う

・
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

・
自
殺
を
口
に
す
る

・
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に�

�
�
�

��

な
り
ま
せ
ん
か
？

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん

で
い
る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、

話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

特
別
な
研
修
や
資
格
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
「
命
の
門

番
」
と
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
い
、

孤
独
や
孤
立
を
防
ぎ
、
で
き
る
こ

と
で
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
第
一
歩
に

つ
な
が
り
ま
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
」に

「
い
つ
も
と
違
う
」に����

��

気
が
付
い
た
ら

気
が
付
い
た
ら

１�

ま
ず
は
声
を�

か
け
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
ど
う
し
た
の
？
」「
眠
れ
て
い

る
？
」「
元
気
が
な
い
け
れ
ど
大

丈
夫
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
、

心
配
し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

２ �

相
手
の
話
を
、�

じ
っ
く
り
聴
い
て�

み
ま
し
ょ
う

　
「
つ
ら
か
っ
た
ね
」「
大
変
だ
っ

た
ね
」
と
思
い
を
受
け
止
め
て
、

相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
話
を
聴

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
逃
げ
て
は
ダ
メ
」「
頑
張
っ
て
」

な
ど
、
励
ま
す
言
葉
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
話
を
聴
く
だ

け
で
も
、
相
手
の
心
が
軽
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３ �

問
題
解
決
に
向
け
て�

相
談
窓
口
や
専
門
家
へ�

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

　

困
っ
て
い
る
人
が
、
一
人
で
問

題
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、
相

談
先
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
相
談

を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

▲�相談窓口は 
コチラ

健
康
づ
く
り
に
関
す
る 

お
知
ら
せ
方
法
の
変
更

周知方法
住 民 健 診 回覧など・広報さくらがわ・市公式LINE

人間ドック・医療機関健診 回覧など・広報さくらがわ

レ デ ィ ー ス 検 診 広報さくらがわ・市公式 LINE

乳 幼 児 健 診 関 係 個別通知・アプリ母子モ

予 防 接 種 関 係 個別通知・乳幼児健診でお知らせ

各 種 相 談・ 相 談 窓 口 広報さくらがわ

休 日 診 療 当 番 医 回覧など・広報さくらがわ
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ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし

総務部

職員採用説明会開催中

JAは、食と農を基軸とする

地域に根差した「協同組合」です。

組合員の一人ひとりが力を合わせ、

みんなの願いをかなえていく組織です。
稲川優子税理士事務所

桜川市西飯岡475-2

安心と笑顔を未来へつなぐ

☏0296ｰ73ｰ6363
E-mail INA-TAX.CEO@tkcnf.or.lp
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お
知
ら
せ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
О
ダ
イ
ヤ
改
正

　

４
月
1
日
（
月
）
か
ら
、
バ
ス

運
転
士
の
労
働
時
間
に
関
す
る
基

準
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
О
の
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
ま
す
。今
回
の
改
正
で
は
、

筑
波
山
口
方
面
行
き
始
発
・
岩
瀬

庁
舎
方
面
最
終
便
の
二
本
が
廃
止

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
各
庁
舎
や

公
民
館
な
ど
で
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納

税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

の
発
送
廃
止

　

従
来
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

を
口
座
振
替
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
に
、

車
検
用
納
税
証
明
書
を
発
送
し
て

い
ま
し
た
が
、
軽
自
動
車
税
納
付

確
認
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
伴
い
発

送
を
廃
止
し
ま
す
。

　

車
検
用
納
税
証
明
書
が
必
要
な

衛
生
士
、
美
容
師
、
社
会
福
祉
士
、

製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
な
ど

■
問
合
せ
・
相
談
・
申
請
先
／
児

童
福
祉
課
（
☎
０
２
９
６‐75‐

３
１
５
６
直
通
）

●

●

●

●

●

桜
川
市
総
合
運
動
公
園�

�
�

駐
車
場
の
一
部
使
用
制
限

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
に
あ
た
り
、
会
場
で
あ
る

桜
川
市
総
合
運
動
公
園
の
駐
車
場

の
一
部
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
使
用
制
限
期
間
／
４
月
11
日

（
木
）
～
16
日
（
火
）

■
使
用
制
限
場
所
／
岩
瀬
体
育
館

「
ラ
ス
カ
」
西
側
駐
車
場

※�

期
間
内
に
、
施
設
な
ど
を
利
用

す
る
場
合
は
、温
水
プ
ー
ル「
サ

ン
パ
ル
」
北
側
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

方
は
、
市
役
所
各
庁
舎
で
取
得
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
三
・
四
輪
の
軽
自
動
車

※�

二
輪
の
小
型
自
動
車
は
、
車
検

用
納
税
証
明
書
を
発
送
し
ま

す
。

■
申
請
方
法
／
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６‐58‐５
６
２
１
直

通
）

●

●

●

●

●

市
高
等
職
業
訓
練�

�
�

促
進
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
就
職

に
有
利
で
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成
機

関
な
ど
で
修
業
す
る
場
合
に
、
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

受
給
希
望
の
方
は
、
支
給
要
件

や
対
象
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、

３
月
中
に
事
前
相
談
が
必
要
で

す
。
予
約
制
の
た
め
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

支
給
要
件
や
、
支
給

額
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
資
格
／
看
護
師
、
准
看
護

師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
作

業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
歯
科

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
岩
瀬

体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
内 

☎

０
２
９
６‐75‐６
６
０
０
）

●

●

●

●

●

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の�

�
�

申
請
期
限
は
３
月
29
日

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方

へ
の
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の
申

請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
助
成
対
象
外

と
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
市
内
在
住
で
市
税
な

ど
に
滞
納
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の
方

・�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
区

分
が
要
介
護
度
３
以
上
の
方

・�

要
介
護
度
２
で
、
認
知
症
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基

準
Ⅲ
ａ
以
上
の
方

・�

当
該
認
定
さ
れ
た
方
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
方

※
認
定
日
の
翌
月
か
ら
対
象

■
助
成
内
容
／
３
万
６
千
円
（
３

か
月
ご
と
に
９
千
円
）を
上
限
に
、

令
和
５
年
度
購
入
分
の
紙
お
む
つ

（
テ
ー
プ
式
、
パ
ン
ツ
式
ど
ち
ら

も
可
）
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ
ド
の

購
入
費
を
助
成

■
申
請
方
法
／
紙
お
む
つ
な
ど
を

購
入
し
た
際
の
領
収
書
や
、
レ

シ
ー
ト
を
持
参
の
う
え
申
請

※�

初
回
申
請
時
は
、
通
帳
な
ど
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
を
持
参

■
申
請
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直

通
）

募

集

市
政
モ
ニ
タ
ー

　

地
域
と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
５
名

■
任
期
／
委
嘱
の
日（
６
月
予
定
）

～
令
和
７
年
３
月
31
日

■
申
込
要
件

・
市
内
在
住
で
、
20
歳
以
上
の
方

・�

公
務
員
、
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
議
会
議
員
で
な
い
方

・�

過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
市
政
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
モ
ニ
タ
ー
会

議
（
年
２
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
（hisyoka_

s@
city.sakuragaw

a.lg.jp

）

※�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記

■
申
込
方
法
／
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」、
真
壁
伝
承

館
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み

■
申
込
期
間
／
４
月
２
日
（
火
）

～
26
日
（
金
）

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
大
和

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ�

ス
」
内 

☎
０
２
９
６‐
20‐

６
３
０
０
）無

料
相
談

人
権
擁
護
委
員
に�

�
�

ご
相
談
く
だ
さ
い

■
日
時
／
４
月
９
日
（
火
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

■
相
談
内
容
／
差
別
や
い
じ
め
、

家
庭
内
問
題
お
よ
び
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
問
題

■
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

①
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０‐０
０
３‐１
１
０

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０‐０
０
７‐１
１
０

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０‐０
７
０‐８
１
０

④�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
人
権
相
談

■
問
合
先
／
市
民
課
人
権
啓
発
推

進
室
（
☎
58‐５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
27
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
３
月
19
日
（
火
）

９
時
～

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
先
着
５

名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６‐

70‐４
４
１
０
）

■
申
込
期
限
／
４
月
12
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広
報

課
（
〒
３
０
９‐１
２
９
３ 

桜

川
市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６‐
58‐

５
０
８
２
）

●

●

●

●

●

シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

　

豊
か
な
心
と
新
た
な
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
活

動
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

学習内容 シトラス 真壁伝承館

開校式・脳トレ ５月22日㈬ ５月23日㈭

ス マ ホ 教 室 ６月26日㈬ ６月27日㈭

絵 手 紙 教 室 ７月24日㈬ ７月25日㈭

リースづくり教室 11月20日㈬ 11月21日㈭

脳トレ・閉校式 12月11日㈬ 12月12日㈭

陶芸教室（移動教室）は９月12日㈭に市外で実施

■
実
施
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分
※
陶
芸
教
室
の
み
未
定

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
65
歳
以

上
の
方

■
実
施
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」、
真
壁
伝

承
館
※
陶
芸
教
室
は
市
外
で
実
施

●

●

●

●

●

納
期
限
／
４
月
１
日（
月
）

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

３
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

14さくらがわ　2024.3.1

月
別 税目等 期別 納期限

４
月

固定資産税 1期

4月30日（火）
国民健康保険税 随時

後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 1期（暫定）
随時

５
月 軽自動車税 全期 5月31日（金）

６
月

市県民税 1期
7月1日（月）

介護保険料 2期（暫定）

７
月

固定資産税 2期

7月31日（水）国民健康保険税 1期

後期高齢者医療保険料 1期

８
月

市県民税 2期

9月2日（月）
国民健康保険税 2期

後期高齢者医療保険料 2期

介護保険料 3期

９
月

国民健康保険税 3期
9月30日（月）

後期高齢者医療保険料 3期

月
別 税目等 期別 納期限

10
月

市県民税 ３期

10月31日（木）
国民健康保険税 ４期

後期高齢者医療保険料 ４期

介護保険料 ４期

11
月

固定資産税 ３期

12月2日（月）国民健康保険税 ５期

後期高齢者医療保険料 ５期

12
月

国民健康保険税 ６期

12月25日（水）後期高齢者医療保険料 ６期

介護保険料 ５期

1
月

市県民税 ４期

1月31日（金）国民健康保険税 ７期

後期高齢者医療保険料 ７期

２
月

固定資産税 ４期

2月28日（金）
国民健康保険税 ８期

後期高齢者医療保険料 ８期

介護保険料 ６期

3
月

国民健康保険税 随時

3月31日（月）後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 随時

令和６年度
納め忘れがなく、簡単で便利な口座振替をご利用ください。

納納税税・保険・保険料料カレンダーカレンダー

※�市県民税の特別徴収（給与などからの天引き）は、6月分から翌年5月分までの 12か月で徴収します。
毎月翌月の10日が納期限です。
※�カレンダー記載以外にも、随時課税などが発生することがあります。発生した場合は、個別にご連絡し
ます。納期限はその都度設定されます。

■問合先
　・市県民税・固定資産税・軽自動車税／収税課（☎ 0296‐58‐5621 直通）
　・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料／国保年金課（☎ 0296‐75‐3125 直通）
　・介護保険料／介護保険課（☎ 0296‐75‐3158 直通）



スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原

15 さくらがわ　2024.3.1

　
俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】※
兼
題（
寒
・
麦
の
芽
）、テ
ー

マ
句
「
相
」
ほ
か
雑
詠

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘

の
鋳
型
寒
九
の
晒
し
灰

�
海
老
沢 
静
夫

麦
の
芽
の
無
精
髭
の
如
伸
び
ぬ

�

三
村 

邦
彦

麦
の
芽
の
三
寸
筑
波
ロ
ー
ム
層

�

金
子 

弘
毅

大
寒
や
墨
絵
の
如
き
越
の
山

�

植
竹 

ふ
み

向
か
ひ
合
う
炬
燵
相そ

う
あ
い愛
な
る
夫
婦

�

宮
本 

立
男

初
電
話
孫
の
口
調
も
父
に
似
て

�

海
老
澤 

幸
子

電
線
の
鴉
の
眺
む
初
景
色

�

酒
寄 

誠

仁
王
像
睨
み
合
ひ
す
る
寒
鴉

�

深
谷 

誠
一

咲
き
し
ま
ま
落
ち
る
覚
悟
の
寒
椿

�

岩
淵 

の
ぶ
子

ひ
と
り
居
の
チ
ャ
チ
ャ
コ
コ
と
溶
く
寒
卵

�

渡
部 

千
恵
子

寒
の
内
疣い

ぼ
ぢ痔
診
察
尻
を
出
し

�

相
田 

ひ
ろ
し

麦
の
芽
の
ち
り
り
ち
り
り
と
霜
の
声

�

君
島 

真
理
子

【
岩
瀬
俳
句
会
】

籾も
み
が
ら殻
に
告
げ
口
を
せ
り
初
雀

�

細
谷 

充
女

木
木
芽
吹
く
希
望
も
め
ぶ
く
明
日
か
な

�

入
山 
比
呂
子

冬
耕
や
老
ひ
し
背
中
に
入
日
映
ゆ

�

渡
部 

千
恵
子

【
一
般
投
稿
】

透
明
の
青
い
冬
宙
平
和
へ
と

�

浅
賀 

順
子

お
雑
煮
に
や
さ
し
く
浮
か
ぶ
夫
の
ネ
ギ

�

長
堀 

芳
江

柚
子
朽
ち
て
あ
た
り
に
い
つ
か
や
ぶ
椿

�

長
堀 

勉

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

夏
す
ぎ
て
虫
の
な
く
音
も
に
ぎ
や
か
に
月
も

ほ
ほ
ゑ
む
さ
わ
や
か
な
夜

�

鈴
木 

省
一

自
分
作
家
庭
菜
え
ん
お
す
そ
分
老
の
た
の
し

み
又
一
つ

�

青
木 

勲

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
２
０
２
４
年
１
月
１
日
号
（
№

４
３
９
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
一
般
投
稿
】

（
誤
）

ひ
っ
そ
り
と
垣
根
に
息
づ
く
か
ら
す
瓜

�

鈴
木 

省
一

（
正
）

ひ
っ
そ
り
と
垣
根
に
息
づ
く
か
ら
す
瓜
眞ま

朱っ
か

に
色
づ
き
子
孫
へ
と
つ
な
ぐ

�

鈴
木 

省
一



大
谷
選
手
か
ら
の

�

グ
ロ
ー
ブ
贈
呈
式

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています
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わ
ん
わ
ん
ラ
ン
ド

わ
ん
わ
ん
ラ
ン
ド

��

楽楽
し
か
っ
た
よ

し
か
っ
た
よ

南飯田小学校６年生の皆さん

グローブを手に取る児童たち

　

つ
く
ば
わ
ん
わ
ん
ラ
ン

ド
に
行
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。

　

自
分
の
背
丈
と
同
じ
く

ら
い
大
き
い
犬
を
見
て

び
っ
く
り
。
ち
ょ
っ
と
怖

い
け
れ
ど
触
れ
方
を
教
わ

り
、
た
く
さ
ん
頭
を
な
で

て
き
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ク
レ
ー
ス
で
は
、

障
害
物
を
乗
り
越
え
て
走

る
犬
た
ち
に「
が
ん
ば
れ
」

と
大
き
な
声
で
応
援
し
ま

し
た
。か
わ
い
い
犬
や
、ね

こ
の
前
で
や
さ
し
い
表
情

の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

�
■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
９
８
直
通
）

　

１
月
15
日
に
南
飯
田
小
学
校

で
、
ア
メ
リ
カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス

に
所
属
す
る
大お

お
た
に谷

翔し
ょ
う
へ
い平

選
手
か

ら
贈
ら
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
福ふ

く
は
ら原
和か

ず
え枝
校
長

が
「
こ
の
グ
ロ
ー
ブ
が
次
の
世
代

に
夢
を
与
え
、
勇
気
づ
け
る
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
野
球
し
よ
う
ぜ
」と
、

大
谷
選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
体
育

館
に
集
ま
っ
た
６
年
生
24
名
に
伝

え
、
代
表
の
３
名
に
真
新
し
い
グ

ロ
ー
ブ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
緊
張
し
た
表
情
で

グ
ロ
ー
ブ
を
受
け
取
り
、
藤ふ

じ
た田
真ま

央お

さ
ん
は
「
貴
重
な
グ
ロ
ー
ブ
な

の
で
、
大
切
に
使
い
た
い
」、
川か

わ

堀ぼ
り

大ひ
ろ
と翔
さ
ん
は
「
大
谷
選
手
の
グ

ロ
ー
ブ
は
と
て
も
軽
く
て
、
使
い

や
す
そ
う
。
皆
で
大
切
に
使
お
う

と
思
う
」、加か

と
う藤
大ひ

ろ
む夢
さ
ん
は
「
大

谷
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
で
い
っ
ぱ
い

野
球
を
練
習
し
た
い
。
低
学
年
の

人
に
も
使
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

交
替
で
グ
ロ
ー
ブ
を
手
に
取
り
、

使
い
心
地
や
感
触
を
確
か
め
て
い

ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
ブ
は
市
内
の
す
べ
て
の

小
・
義
務
教
育
学
校
（
前
期
課
程
）

に
届
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
野
球
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

星の宮幼保園星の宮幼保園
きりんきりん組組

幼保連携型幼保連携型
認定こども園認定こども園
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